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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。
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─無限の可能性を秘めたアンリミの歌声

 おいしいおかしいおしばい「わかったさんのクッキー」
 ─不思議な楽しいおはなし『わかったさんのクッキー』がお芝居に

 中原中也記念館
中原中也の会共催　
公開講演「太宰治と中原中也」
─文学の碩学が語る太宰と中也

山口市民会館
スペイン国立管弦楽団  山口公演
─スペインより情熱の音楽届く

12 any通信
◎アーティストボイス 田村キョウコ （ミュージシャン／サンタラ）
◎お先に試写しました 「ディストラクション・ベイビーズ」（真利子哲也監督）
◎いらっしゃいませ CHEERS!
◎GOOD GOODS 中原中也記念館オリジナル  キャンバストートバッグ
◎My Favorite  山田寛之 （山口情報芸術センター 職員）

14 イベントカレンダー　7～9月
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太宰治37歳頃（1946年撮影、銀座のバー・ルパンにて）
 photo：林忠彦　写真提供：周南市美術博物館

 特集　特別企画展 「太宰治と中原中也」そ
の
響
き
合
う
感
性 太宰 治  Dazai Osamu

1909年青森県生まれ。本名、津島修治。1935年に「逆行」で第1回芥川
賞の次席となり、翌年に最初の創作集『晩年』を刊行。以後、「走れメロス」
「津軽」「お伽草紙」など多くの作品を生みだした。戦後、「斜陽」で流行
作家となるが、1948年、「人間失格」を発表した後、玉川上水にて入水。
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中
原
中也

29歳頃（1936年撮影）

読者に訴えかけてくるのかもしれません。
それから、太宰の小説には、数行ごとに
次々に内容が変わっていく「葉」という作
品があったり、短い単語を重ねて文体に
独特のリズムを持たせた作品があったり
して、詩を読んでいるような気持ちになり
ます。そのようなところからも、詩人である
中也に近い感性を持っていたと思います。

2人の作品を比べることによって、 
それぞれの作品の 
新しい読み方を提示したい。 

今回の展示はどのような構成になってい

ますか?

今回は主に2人の作品を比較して読んで
いただくことで、みなさんに色々知ってい
ただこうと思っています。中也と太宰は感
性は似ていても、その表現の仕方には大
きな違いがあります。2人の作品を比べる
ことによって、それぞれの作品の新しい
読み方を提示したい。中也作品への見る
目が変わったり、太宰の新しい一面を感
じ取っていただきたいですね。

【青い花】　太宰治が中心となって創刊した雑誌。檀一雄、木山捷平、中原中也、津村信夫らが同人に名を連ねた。1934（昭和9）年12月に創刊するも、創刊号の
みで終わってしまう。

わかる！
キーワード

で後継ぎの立場で生まれたわけではな
く、そのことを太宰本人は敏感に感じ取っ
ていて、小説の中でも、自分は「オズカス」
（叔父糟。津軽地方で三男坊や四男坊の
ことを卑下していう）だと言っていました。
母親が病弱だということと、父親が貴族
院議員で東京にいることが多かったこと
から、両親に直接育てられておらず、叔母
とか子守に育てられたそうです。
太宰治といえば、先輩格の作家たちに「芥
川賞をください」と手紙を送ったり、川端
康成の選評に反論した文章を雑誌に投

小説の中に書かれている姿と、 
実生活との間には 
だいぶギャップがあります。 

今回特別企画展でとりあげる「太宰治」

について、改めてどんな人物なのか教え

てください。

太宰が生まれたのは青森県で、いまの五
所川原市金木町というところです。中也
より年が2歳下で、父親の代に新興地主
となり、かなり裕福な家庭に生まれた11

人兄弟の10番目の子どもです。六男なの

稿するなど、派手な印象もあると思いま
す。ただ太宰はそのようなセンセーション
を起こすことによって、新人だった自分を
当時の文壇に売り込んでいこうとしてい
たのかもしれません。そんなふうにポーズ

をとる作家だったようです。太宰は作品
のなかで、ちょっとおどけてみたり、自分
のことを自虐的に語ったり…読者をおも
しろがらせよう、文章でおもてなしをしよ
うというサービス精神が旺盛。一見自分
の私生活を赤裸々に書いているようにみ
える小説でも、そこはかなり創作の手が
加えられています。小説の中に書かれて
いる姿と、実生活との間にはだいぶギャッ
プがあり、展示ではその点を混同しない
ように注意して紹介しています。

自殺未遂を何度も繰り返していたという

事実もありますよね。

確かに太宰は精神的にとても不安定だっ
たところはあります。それが逆に書く原
動力になってもいた。不安定ななかでも
文学者として作品をいくつも書き続けて
いたということが、今回の展示では重要
なポイントだと考えています。戦時中の
言論統制が厳しい時代でも、時局におも
ねることなく、おもしろい小説をたくさん
発表し続けました。多くの困難のなかで
どんなふうに作品を生み出していったの
か、太宰の「作家魂」に触れていただきた
いと思っています。

太宰と中也、2人にはどんな接点があった

のでしょうか?

太宰は同人誌「青い花」の発行を企画す
るのですが、中也もその同人の一人とし
て名前を連ねます。これがきっかけとなっ
て2人は出会ったようです。ただ、「青い

花」の刊行時には、中也は長男の文也が
生まれたため山口に帰ってしまい、次に
中也が東京に戻ったときには、太宰のほ
うが盲腸炎になって入院してしまいます。
中也と太宰、どちらの作品も好きだとい
う読者は割と多く、だから2人の接点は
もっとあったのだろうと思われがちです
が、意外とニアミスが多く、2人の関係に
ついてはよく分かっていないところもあ
ります。

また、残念ながら中也が太宰について
語っているものは何も残っていません。
太宰も中也についてほとんど語っていな
いのですが、中也と同時代の詩人である
津村信夫に向けた追悼文の「郷愁」とい
う文章に一カ所だけ登場します。太宰は、
その文章の最後に「私は中原中也も立原
道造も格別好きでなかつたが、津村だ
けは好きであつた」とあえて名指しで記
しています。またほかにも、酔っぱらった
中也が太宰にすごくからんだというエピ
ソードもあり、あまりいい印象ではなかっ
たようです。

ただ、周りの人たちの証言を拾っていく
と、太宰は中也を先輩として尊敬してい
た、という記述が出てきたり、太宰が中也
の住むアパートまで直接訪ねて行ったこ
ともあるようです。「青い花」の同人だった
檀一雄の「小説 太宰治」には、太宰が中
也の死後、「死んで見ると、やっぱり中原
だ、ねえ。段違いだ」と言ったという記述
が出てきます。これは小説なので真偽の
程は分かりませんが、やはり中也のことを
評価して意識していたのではないでしょ
うか。お互い気になる存在だったのに、う
まく接近できない、2人はそんな関係だっ
たようです。

2人が似ている部分はあるのでしょうか?

これは個人的な意見にはなりますが、太宰
と中也の作品には、あえて自分の恥ずかし
い部分や弱い部分をさらけ出しているよ
うな作品が多いです。上から威圧的に物
を言わず、人間の弱さにそっと寄り添って
くれる。また、2人とも世間に対して距離を
置くというスタンスがあって、その心情が

◎中原中也のダダ観について、少し理解を深めることができました。怪人のダダも良かったです。 （20代女性　「DADA 1916→1923 ツァラそして中也」より）

◎11ぴきのねこがどろんこでよごれるところがおもしろかった。 （10代未満女性　人形劇団クラルテ「11ぴきのねこ どろんこ」より）

◎中也がシェイクスピアの本を読んでいたことに驚いた。 （10代女性　「中也の本棚─外国文学篇」より」より）

◎お求めやすい料金で盛りだくさんの内容に大満足です。楽しいひと時をありがとうございました!  （女性　「宝くじおしゃべり音楽館」より）
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雑誌「青い花」創刊号（1934年12月発行）。
太宰治が中心となって創刊した雑誌。中也も
同人となり、詩「港市の秋」「凄じき黄昏」を発
表している。太宰は小説「ロマネスク」を発表。
同人の檀一雄によると、表紙に赤い枠線を
細く引くことを発案したのは太宰だったという。

太
宰
治

35歳
頃（

1944年
撮

影
）　写真提供：青森県近代文学館
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いう問いが見つかり、その答えを考えてい
くことで、太宰と中也が求めていたものは
いったい何なのか、2人が目指したもの、
表現しようとしていたものは何なのか、を
突き詰めていく展示になっています。

具体的にどのような資料を見ることができ

るのでしょうか?

中也の直筆資料はもちろん、やはり小説
家としての太宰をみなさんに知っていた
だこうと、太宰の資料もたくさん用意して
います。原稿をはじめ、彼の愛用品や着
物、掛け軸などもご紹介します。授業中に
ノートに描いていたかなり個性的な落書
きも紹介しますよ（笑）。太宰の意外な一
面も知っていただければと思います。
また、太宰文学の特徴の一つでもある女
性の語りで書かれた「女生徒」という作品
や、最後の作品といわれる小説「グッド・
バイ」も展示します。「人間失格」や「走れ
メロス」という有名作品だけではなく、太
宰の多彩な作家性を展示でぜひ見てい
ただきたいです。

今回の展示で新たに発見したこと、気づ

いた点があれば教えてください。

昨年の特別企画展で取り上げた萩原朔
太郎は、中也よりも21歳年上で年が離れ
ていたので先輩詩人と後輩詩人という関
係でしたが、太宰と中也は2歳しか違わ
ないので、詩と小説ということでジャンル
は違いますが、やはり同じ時代の空気を
吸った文学者だと感じます。作品を発表
する雑誌も重なっていてとても近い存在
でした。近すぎるがゆえに反発してしまっ
ていた。ですが2人とも長生きをして年を
重ねていけば、きっと共通する感性を持
つもの同士、もっと親密な関係になって
いた…、そう思えてなりません。
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P R E S E N T
特別企画展「太宰治と中原中也」の
パンフレットおよび書籍を
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明
記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、7月31日
（日）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailでご
応募ください。

●A  特別企画展
  「太宰治と中原中也」
 パンフレット （3名）

●B  太宰治著
  『斜陽・人間失格・桜桃・
 走れメロス  外七篇』［文春文庫］ （1名）

  太宰治の人気の高い作
品を集め編集された文庫
本。太宰治作品の入門
書として最適な一冊。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（公財）山口市文化振興財団
「any vol.97 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

は別の視点をつかみとろうとする姿勢が
あります。そこが2人の、世間から距離を
置くスタンスへつながっていきます。
5つ目として「待つ」というテーマにも注目
します。太宰の小説にずばり「待つ」とい
う作品があります。女性の一人語りの短い
小説で、主人公が一人駅でずっと何かを
待っているのですが、自分がいったい何を
待っているのか、誰を待っているのか分か
らない。その背景には戦争が深く絡んでい
て、主人公は「待つ」ことによって、世間が
強いる戦争の熱狂から距離を取っている
ように読めます。この「言葉で言い表せな
い何か」を待ち続ける姿勢は、中也の「言
葉なき歌」という詩にも表されています。
時代は少しずれるのですが、2人は同じよ
うなものを見つめていたのではないか。そ
してそこには、簡単に世間と同調しない、
けれど威圧的にならずにはじらいを含み
ながら物を言う、そんな2人の姿勢が関
わっているのではないか、と考えています。
作品を比較して読むことで、2人の文学に
対して「なぜだろう」「どうしてだろう」と

展示で作品をどのように比較しているの

でしょうか?

今回の展示には監修に詩人・文芸評論家
の北川透先生に入っていただき、比較す
るテーマを5項目ほどお示しいただきま
した。まず１つ目は、作品の親しみやすさ
である「通俗性・大衆性」です。格式ばっ
たというよりも、俗っぽい面が2人の作品
に共通してあるように思います。読者に
訴えかけるような「大衆性」があり、その
面を2人が作品のなかでどのように打ち
出しているのか、そこが見えるような展示
を考えています。
2つ目は「童話・童謡性」です。中也の作
品には「春と赤ン坊」「この小児」「一つの
メルヘン」など、子どもの目線から書いた
ちょっと不思議なメルヘンチックな詩が
あり、また太宰の作品には童話的な物語
や、津軽の方言がたくさん登場する民話
的な作品があります。ですが、2人が童話
的なものを書いたとき、その表現の仕方
は全然違っています。
3つ目は「前衛芸術との接点」。中也は、

ヨーロッパから届いた前衛芸術「ダダイ
ズム」に影響を受けて詩作を始めますが、
太宰の初期の作品にも前衛的なものが多
くあります。新しい思想や表現にコミット
していく点ではやはり2人は同じようなも
のをみつめていたし、そこが2人の作品
創作の出発点でもありました。同時代の2

人だったからこそ同じように新しい風を
敏感に感じ取り、そこから新しい文学を
生み出していこうとする、その感覚は近い
ものがあったといえます。

2人が目指したもの、 
表現しようとしていたものは 
何なのか、を突き詰めていく 
展示になっています。 

ほかにはどんなテーマで比較していま

すか?

4つ目は「狂気と道化」です。ここでも2人
に共通する部分があります。中也と太宰
の作品には、わざとおどけて世間や世界
をひっくり返すような表現をして、常識と

◎現実とバーチャルなど様々な境界線があやふやになっていくのがおもしろかった。自分の身体で体験する醍醐味を味わえた。 （20代女性　「border」より）

◎子どもの頃から好きだったシリーズなので、子どもと一緒に観られて嬉しかったです。　（人形劇団クラルテ「11ぴきのねこ どろんこ」より）

◎小原孝さんと清水ミチコさんの演奏トークに感激。 （70代女性　「宝くじおしゃべり音楽館」より）

◎アトラクションに参加する前のようなドキドキワクワクがあり、体験してもそのドキドキが止まりません。 （30代女性　「border」より）
0 6

◎最先端の技術を使った映像と音楽とダンスのコラボが素晴らしかった。あっという間に終わって本当に夢のようでした。 （40代女性　「border」より）

◎今の時代との違い、昔の人がどういう視点で町を見ていたかが分かって良かった。 （10代女性　「中也の住んだ町─新宿」より）

◎今まで見たVR系コンテンツの中で一番おもしろかった。演出的にも技術的にも!  （30代男性　「border」より）

◎テトがなおって、最後にみんなでパン屋ができたところが感動した。 （オペラ公演「ロはロボットのロ」より）

特別企画展
「太宰治と中原中也」

2016年7月28日（木）～9月25日（日）
9:00～18:00（入館は17:30まで）

会場：中原中也記念館
［入館料］　（　）内は20人以上の団体料金
一般 320円（270円）　大学生 210円（162円）
70歳以上・18歳以下無料
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1.

3. 4.

2.

1.『人間失格』（1948年、筑摩
書房刊）。「グッド・バイ」を併録。
2.『女生徒』（1939年、砂子
屋書房刊）。「女生徒」ほか7

篇の短編小説を収録。表題作
「女生徒」は、有明淑という
女学生の日記を題材に、１４歳
の女生徒の１日を、主人公の
独白体をとおして描いた小説。
3. 原稿「グッド・バイ」［日本近
代文学館蔵］。太宰の最後の
小説。未完のまま没後遺稿と
して発表された。
4. 太宰治画「自画像」（1947

年頃）［三鷹市寄託］

太宰治31歳頃。三鷹の自宅、縁側にて（1940年撮影）［個人蔵］

原稿「人間失格」［日本近代文学館蔵］。周囲に比べ、自分
一人だけが違っているのではないかという不安と孤独に苛ま
れる主人公の手記の形式で描かれた小説。太宰文学の総
決算的な作品ともいわれる。
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◎書棚のデザインの入口や、本をタイトル案内にしたところなど展示の仕方がとても良かった。 （40代女性　「中也の本棚―外国文学篇」より）

◎音楽との一体感がすごい。VRは初体験だったので衝撃を受けた…。ダンスも素晴らしいです。 （20代男性　「border」より）

◎芥川龍之介などのエピソードが書かれていたのも非常に良かったです。 （10代男性　「中也の住んだ町―新宿」より）

◎音楽を久しぶりに聴き、映画を思い出しました。 （60代女性　「宝くじおしゃべり音楽館」より）



山口県出身であり、音楽ユニット“サンタラ”として活躍する田村キョウコさんは、これまでにも度々山口
を訪れライブを行っています。昨年は、中原中也生誕祭「空の下の朗読会」にゲストミュージシャンとし
て出演されました。中也の詩と対面したとき、田村さんが思うこととは?

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」
2015年4月29日
会場：中原中也記念館　前庭

毎年、中也の誕生日
である4月29日に、
中原中也記念館の
前庭をステージに行
われる中也生誕祭
「空の下の朗読会」。
前半は、市内のみな
らず県外からも集

まった多数の参加者が自由に選んだ詩を朗読。後半
はゲストミュージシャンによるライブコンサートが開
催される。2015年のゲストミュージシャンには、サン
タラが登場。初夏の爽やかな空の下、中也の言葉にの
せて2人が紡ぎだす歌と音楽が会場を心地よく包み
込み、聴衆を大いに魅了した。

田村キョウコ
（ミュージシャン／サンタラ）

中也の瓶詰の手紙を拾ったような気がした。

田村キョウコ　TAMURA Kyoko

山口県岩国市出身。アコーステックユニット“サンタラ”の
ヴォーカリスト、ソングライターとして2004年にメジャーデ
ビュー。2016年7月20日、中原中也の詩にメロディをつけた
オリジナル曲3曲を含むアルバム「Moon in a Bottle」をリリー
ス。現在全国ツアー中。詳しくはwww.santara.jpへ。
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◎ダンサーにタッチされたり、香水のにおいがしたりなど、五感に作用させた演出にも感動しました。 （20代男性　「border」より）

◎三面怪人ダダがダダイストに関係あるとは知りませんでした。 （40代男性　「DADA 1916→1923 ツァラそして中也」より）

◎「あ～あ～あぁ～、どうしよう」が気に入りました。いっぱい笑いました。 （10代未満男性　オペラ公演「ロはロボットのロ」より）

◎大きいジャブをどう動かしているのかが不思議でした。 （10代女性　人形劇団クラルテ「11ぴきのねこ どろんこ」より）

◎WHILLに乗って自分が演出の一部になる感覚はいままで体験したことの無いものでした。
　加速して風を切る感じ、音、映像のマッチングが特に印象的。 （20代女性　「border」より）

◎島田歌穂さんの素晴らしい歌唱力に引き込まれました。鍛えられた声楽!! すごいですね!  （50代女性　「宝くじおしゃべり音楽館」より）

◎恐竜がだんだん大きくなってかわいかった。 （人形劇団クラルテ「11ぴきのねこ どろんこ」より）

涼しげな朝顔に
夏の暑さが少し和らぐ。

「なぜ今、中也なの?」あちこちで訊かれて

答えに困っています。ただの偶然のようにも

思えるし、いつかこうなる気もしていたし。

詩人は誰かに頼まれて詩を書くわけでない。

中也だってそうだし、私もそう。「表現する

者」は誰だってそう。まだ見ぬ人に向けて表

現する。誰が受け取ってくれるのか、わかっ

てもらえるのか、そうでないのか、もしかした

ら誰にも届かないかもしれないよ。でも表

現せずにいられない。それは瓶に宛てのな

い手紙を詰めて海へと放るのに似ている、

と思う。なんと頼りない、なんと切ない話だ。

「表現する者」はいつだってまだ見ぬ人に

焦がれている。

昨年たまたま読んだ中也の詩。中也の瓶

詰の手紙を拾ったような気がした。瓶の中

でまだ中也は生きていて肩を並べ月を見上

げた。私は思わずギターを持って歌ってし

まった。こうして私が受け取った瓶をもう一

度海へ放るようなアルバムができあがった

というわけ。誰かが拾ってくれますように。

土日のお昼時、YCAMのレストランスペース「YAMA KITCHEN」
をのぞくと、みなさんの楽しそうな笑い声があふれています。シェア
キッチンを利用する人、食事をする人、お友達とのおしゃべりを楽し
む人…。そんな人たちに交じって、自分でドリップしたコーヒーを飲
みながら、ほっと一息つくのが至福の時間です。

山田寛之 （山口情報芸術センター 職員）

中原中也記念館オリジナル

キャンバストートバッグ

チキンカレー
1,080円

※アイスコーヒー　432円

ワークショップ「walking around surround」開催の様子

「ディストラクション・ベイビーズ」
（2016年／日本／108分／カラー／R15+）
［監督］真利子哲也　［出演］柳楽優弥、菅田将暉、小松菜奈、村上虹郎、池松壮亮、三浦誠己、でんでん　

©2016「ディストラクション・ベイビーズ」製作委員会

「ディストラクション・ベイビーズ」作品紹介
愛媛県松山市の小さな港町に弟とふたりで暮らす芦原泰良（柳楽優
弥）。日々喧嘩に明け暮れていた泰良は、強そうな相手を見つけては喧
嘩を仕掛け、打ちのめされても食い下がるという無謀な喧嘩を繰り返し
ていた。野獣のように生きる泰良に興味を持った北原裕也（菅田将暉）
は泰良に声をかけ、ふたりの危険な遊びが始まる。

©2016「ディストラクション・ベイビーズ」製作委員会

2016年9月10日（土）、11日（日）、
16日（金）～19日（月・祝）
※上映開始時間はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,300円
 any会員・特別割引・25歳以下 800円

1年間を通じて 
オリジナルワークショップを紹介
YCAMでは、人と「社会」「身体」「メディア・

テクノロジー」とのかかわり方をテーマにオリジ

ナルワークショップを多数開発してきました。

GOOD DESIGN賞を受賞するなど高い評

価を受けるこれらのワークショップを、もっと多く

の方に体験してもらおうと、今年度は2カ月毎

太宰治と中也の作品世界を 
様々な角度から読み解く
中原中也記念館では、この夏開催の特別企

画展「太宰治と中原中也」の関連として、太

宰治と中原中也の作品世界を読み解いてい

く企画をいくつか準備しました。展示担当者に

よるプロムナード・トークはもちろん、会場も巻

き込みながら、大学生と一緒に太宰の小説や

中也の詩について語るトーク・イベントや、童話

をパロディ化した太宰治の『お伽草紙』を演

劇作品にして上演するなど多彩に行います。

に内容を替えて紹介しています。5月と6月に

は、「音」と「空間」について学ぶワークショップ

「walking around surround（ウォーキング・

アラウンド・サラウンド）」を開催。小学生から

大人までたくさんの方が参加されました。今後

は「パスタ建築ワークショップ」や「感覚アスレ

チックワークショップ」などを実施していきます。

ぜひお気軽にご参加ください。

演劇公演　お伽草紙「カチカチ山」
2016年9月22日（木・祝）
19:00開演
会場：中原中也記念館　読書コーナー
［原作］太宰 治
［脚本・演出］オカザキケント
［料金］無料 （要申込）

［定員］30名
※申込方法等詳細はお問い合わせください。
※プロムナード・トークは7/30、8/11、9/24に開催。

時間を忘れ、一日ゆったりと過ごせます。
50年前に洋裁学校として建てられたレトロな外観と
内装を素敵に改装したお店“Please”。1階のカフェ
スペース“CHEERS!”で暑い夏には無性に食べたく
なるチキンカレーをいただきました。野菜やチキンの
旨味がしみ出した優しい味の、じんわりと辛いカレー
スープは、さらっとしていて食べやすくターメリックライ
スとあう! チキンはやわらかくて美味しい。また添えら
れた彩りの美しい野菜たちのなんと新鮮なこと!! 野
菜は季節ごとに旬なものに変わるのだとか。いままで
味わったことのない絶品カレーに大満足でした。2階
には雑貨や洋服がずらり。建物全体が広 と々した居
心地のいい空間で、食事に買い物、友との語らいや
一人の時間…、一日をゆったりと過ごせますよ。

CHEERS!（PLEASE1階）
山口市道場門前 2丁目6-15　TEL.083-921-7240
営業期間：11:00～19:00（ラストオーダー18:30）
店休日：水曜日　www.the-please.jp

柳楽優弥、菅田将暉、小松菜奈といった、い

まいちばん勢いのある俳優たちが、他では絶

対に見ることのない表情を露わにしています。

そしてどこまでも男臭い世界観。東京では単

館系での公開ながら大ヒットとなっています。

個人制作の頃から、熱い注目を浴びていた真

利子監督の商業映画デビュー作です。普通

の日本映画に飽きてしまった、見るものがない

と思っている方はぜひYCAMシネマにご来場

ください。

杉原永純 （YCAM シネマ担当）

舞台は愛媛県松山市。街中の人に喧嘩を仕

掛け続ける泰良（たいら）を、柳楽優弥が演じて

います。冒頭、「獲物」を見つけようと街をさまよ

う泰良の獣のような表情に、見ている私たちも

画面に釘付けになります。生 し々い喧嘩が劇

中再三繰り返されますので、その手の描写が

苦手な方へはお勧めはできません。それでも一

瞬たりとも目を離すことができない泰良の圧倒

的な迫力は、勇気を出して一度味わう価値が

あります。

彼が何を考え、なぜ喧嘩を続けるのか、それは

全く説明されず物語は進行していきます。泰良

の人物描写は「ダークナイト」（2008）のヒース・

レジャー演じるジョーカーのようでもあり、また、

現代社会の片隅で喧嘩に明け暮れる世界観

は「ファイトクラブ」（1999）とも通じ合っていま

す。「ファイトクラブ」のブラッド・ピットが演じてい

た役名は、タイラー＝泰良。粋なオマージュだ

と思います。

トーク・イベント　
大学生と語る、太宰治と中原中也
―「待つ」ということ
2016年8月27日（土）  14:00～16:00
会場：山口情報芸術センター　多目的室
［料金］無料 （申込不要）

［司会］村上林造 （山口大学教育学部教授）

読書する「中也くん」の可愛さにドキドキ
中原中也記念館のグッズに、新しいデザインのトー
トバッグがお目見え。記念館のオリジナルキャラク
ター「中也くん」が読書している可愛いデザインに
目が奪われます。しかも荷物がたっぷり入る大容量
サイズなので、お出かけにとっても便利。色はナチュ
ラル・ネイビーの2色からお選びください。中原中也
記念館の受付で購入、またはオンラインでの注文
も可能です。たくさんの本を詰め込んで、中也くんと
一緒にお出かけ＆読書を楽しんではいかがでしょう。

価格：各1,500円（税込）
サイズ：約 横39×高さ35×幅10cm
容量：約13リットル
色：ナチュラル、ネイビー
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◎体験後に鑑賞もできたのがとても良かったです。主観、客観の両方で楽しめました。 （20代女性　「border」より）

◎中也がDADAに夢中になった年齢の頃、私もまたダダ的なものにとても興味があったことを思い出した。 （40代女性　「DADA 1916→1923 ツァラそして中也」より）

◎高校時代、小原孝さんの「弾き語りフォーユー」を聴いてました! 生で視聴できて感無量です。 （20代女性　「宝くじおしゃべり音楽館」より）

◎6才の娘が、テトが動けなくなった場面で泣いていました。 （オペラ公演「ロはロボットのロ」より）




